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単線循環式軽架線（ジグザグ架線）について 

 この方式は、図－１のように主索１本を林内に張り廻し、エンドレスとし、この主索に木材を固定し

て搬出する方法である。各支柱において、主索を支持する滑車は専用の滑車（片持滑車）を使用し、動

力は、小型の集材機を利用する。 

 

（１）特     長 

① 施設費が大幅に節減される。 

② 架設に高度な技術ならびに経験を必要としない。 

③ かなりの省力が期待される。 

④ 残在木の損傷が少ない。 

（２）専用滑車の種類 

 ZB（ジグザグブロック）型……長崎鉄工所、金崎鉄工所 

 丸元式（サクラ滑車）………関東索道 

 Ｆ型滑車………………………東京林業索道 

 安全コの字滑車………………愛林興業 

（３）架   設 
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① 路線の設定 

（イ） 荷おろし場は、あとに続く輸送の積

込み作業へのつながりを考えて決定する。 

（ロ） 集材機を据えつける位置や、アンカ

ーを取る根株、緊張を調節するヒールを

組む場所、それに必要なブロックを取り

付ける支柱用立木を選び、荷おろし場附

近の索の引きまわしかたを決定する。

（図－３） 

（ハ） 運搬索への木寄せ作業と、林地の状況を考慮しながら終点から順に滑車を取り付ける

支柱を選びつつ路線を決定する。 

（ニ） 路線の曲げ角度は、120～160 度程度であるが、140 度前後が理想的である。（図－２） 

（ホ） 路線の勾配は 20 度以下になるよう選定する。急勾配すぎると荷がすべるので滑車の

取り付け位置などを検討する必要がある。 

  
② 支柱の選定 

（イ） 支柱は、できるだけ太く丈夫な立木を選

ぶ。 

（ロ） 支間距離（支柱の間隔）は 20～50ｍの

範囲とする。 

（ハ） 支障木を発生させない路線となるよう

支柱を選ぶ。 

（ニ） 滑車の取り付け高さは、２～３ｍ程度と

する。荷が地上の障害物に当たらぬ限り低い

方が作業に便利である。（図－４） 

（ホ） 支柱が細い場合は、添え木や、控えを設ける。 

③ 運 搬 索（主索） 

 運搬索は長い区間を張り廻すが、これを支える支柱の数が多いので比較的細いワイヤーロープ
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を使用することができる。 

 

（４）集 運 材 

① 荷かけの方法 

 荷の運搬は、荷吊り索（ナイロンロープ、クレモナロープ、ワイヤーのストランドその他の化

繊ロープ）を、運搬索に２～３回巻きつけ、その先にＳ環又は荷かけ用フックをかけ、それに荷

しばり索をかける。Ｓ環やフックの代用に木の枝による目通（かんざし）でもよい。（図－５） 

 運搬索が高くて荷かけがしにくい場合は図－６の要領で荷かけする。 

 

 荷かけは、沿線の任意の場所で行うことができる。ただし、１か所に大きい重い荷を吊らない

こと、小さく分けて多数の運送にすることがかえって功程をあげることになる。 

１点吊りでも、２点吊りでも鼻先を長くすると専用滑車通過のとき、材が支柱にあたったり、１

点吊りでは材が運搬索と専用滑車の間にくいこんだりして、脱索、荷吊り索の切れる原因となる

ので、なるべく鼻先は短く吊ること。 
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② 安 全 管 理 

（イ）運転と荷掛け、荷おろし間の連けいをよくするためトランシーバーなどを使って安全作

業につとめること。 

（ロ）運搬索の張力には常に気をつけて危険な過大張力の発生を防ぐこと。 

（ハ）多くの荷を吊って制限張力を越えそうになれば、引き締め索をゆるめて運搬索のたるみ

を増加させて減少させる。 

（ニ）内角作業は禁止。屈曲させた索の内角、特に滑車の近くには安全を十分確認した上でな

ければ立ち入らないこと。 

（ホ）索張りは簡単であるが、安全衛生規則を十分守り安全作業につとめること。 
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